
 

 

  

 

 指導上の留意点（○は教師からの発問） 

T1（学級担任） Ｔ2（栄養教諭・学校栄養職員）Ｔ3（養護教諭） 

導

入 

○体が成長するとはどういうことでしょう。 

  ・ 骨が成長して体が大きくなっていることに

気付かせる。 

○体がよりよく育つために大切なことはどんな

ことでしょう。 

・ 好ききらいせずに食べる 

・ たくさん遊ぶ 

・ よく寝る 

 

 

 

 

 
 

 

ＩＣＴ活用 

・ 上腕骨模型と骨密度増加グラフを提示する。 

展

開 

○食事について栄養教諭・学校栄養職員の先

生に話を聞いてみましょう。 

 
 

 

 

 

 

 

・ 机間指導をし，３つの食品群分けの支援を

する。  

  

 

 

 

 

 

○まずは，食事との関わりから考えていきましょう。

成長期に特に必要な栄養素は何だと思います

か。（T２） 

  ・ たんぱく質→体をつくる 

  ・ カルシウム→骨や歯をつくる 

  ・ ビタミン→体の調子を整える 

○これらの栄養素がとれているか，今日の給食に

使われている食品を３つのグループに分けて確

認してみましょう。（T２） 

・ ワークシートを使い，給食に使われている食品

を３つの食品群に分けさせる。 

・ 給食は成長期に必要な栄養素が含まれている

ことを再認識させる。 

 

 

 

 

 

単元名：体の成長とわたし 
小単元名：「よりよく成長するための生活」 

 

「                                 」     

学年 

食育の視点 食事の重要性 

社会性 感謝の心 

食品を選択する能力 

食文化 

食品数に着目させ，多くの種類の食品

をとることで，成長に必要な栄養素がと

れることに気付かせる。 

本時の目標： からだをよりよく発育・発達させるためには，バランスのとれ

た食事，適切な運動，休養・睡眠が必要であることを理解す

る。

 

小・４年生 

体育 
（保健領域） 

心身の健康 

毎日の生活を振り返り，成長するためには食事，運動，休養・睡眠が大切であることを

押さえる。発育のしかたや時期は，性差や個人差があることにも留意する。 

よりよく成長するための生活について考えよう 
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○運動をするとどんな効果があるでしょう。 

・ 筋肉が発達する 

・ 骨が丈夫になる 

・ 心臓や肺の働きを高める 

・ 骨の成長は運動の刺激によって丈夫にな

ることを知らせる。 

○睡眠について養護教諭に話を聞いてみまし

ょう。 

 

ＩＣＴ活用 

・ 骨のレントゲン写真や骨粗しょう症の骨の写真 

を提示する。 

 

 

○睡眠にはどんな効果があるでしょう。(T３) 

・ 体が育つのに必要な成長ホルモンが出る 

・ 筋肉や骨がつくられる 

・ 疲れがとれる 

 ＩＣＴ活用 

・ 成長ホルモンのグラフを説明し，睡眠と成長の 

かかわりについて理解させる。 

終 

末 

○今日の授業でわかったことや，これからの生

活で頑張りたいことをワークシートにまとめ

ましょう。 

  ・ まとめたことを発表させる。 

・ 机間指導をし，次回への意欲を持たせる。 

骨密度増加 

グラフ 

食事 運動 

・からだをよりよく発育・発達させるためには，バランスのとれた食事，適切な運動，休

養・睡眠が必要であることを理解できたか。（知識・技能） 

 

すいみん 

たんぱくしつ カルシウム ビタミン 

エネルギー 体の調子を整える 骨や歯を作る 体を作る 

食品カード 

よりよく成長するための生活について考えよう 

給食の 

写真 

レントゲン

写真 

レントゲン

写真 

骨粗鬆症

写真 

骨粗鬆症

写真 

成長ホルモン 

グラフ 
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・成長期に必要な栄養素を多

く含む食品やレシピを食育だ

よりで紹介する。 

 

 

家庭との連携

 
＜参考資料＞ 

・教科書：東京書籍「新しいほけん 3.4」 

・上腕骨模型 

・骨密度増加グラフ 

・成長ホルモングラフ 

・レントゲン写真 

・給食１食分の写真 

・食品カード 

＜ワークシートに記入する項目例＞ 

・３つの食品群の分類表 

・食事，運動，睡眠チェック表 

・感想     

 

 

・成長期に特に大切な栄養素

であるたんぱく質，カルシウ

ム，ビタミンを含む食品を確認

する。 

 

給食時間での指導 

 

・４年理科「動物のからだのつ

くりと運動」（東京書籍） 

・５年家庭科「ご飯とみそしる

は食事の基本」（開隆堂） 

・６年家庭科「１食分のこんだ

てを立てよう」（開隆堂） 

他教科との関連 
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